
パパループの継続使用に厳重に抗議し、使用禁止を求める意見書 

 

令和３年４月２８日、米軍は沖縄防衛局を通じ、嘉手納基地内にある第３５３特殊作戦群の

駐機場が完成したことを発表したが、同駐機場近くに建設予定の整備格納庫は米軍の予算

不足により未着工であり、この格納庫が完成するまでの間、住民居住地に極めて近接してい

る通称「パパループ」地区を継続して使用することが明らかになった。 

発表によると「整備格納庫の完成時期は未定であるが、予算を確保し出来るだけ早期に整

備する」との考えを示したが、これまで米軍及び日本政府からは「パパループを駐機場として

使用する期間は、工事が完了するまでの２年間」との説明を受けており、この２年間、周辺住

民は我慢に我慢を重ねてきたにもかかわらず、米軍の一方的な理由によるパパループの継

続使用は明らかに約束違反であり、断じて容認できず厳重に抗議する。 

米軍は、パパループについて駐機場の工事が始まる以前の状態に近づける努力を続け、

騒音が発生しない最大限の措置を講じるとし、特殊作戦群においては「事前に計画できる整

備に関しては騒音影響を緩和するため格納庫内で実施」、「可能な限り補助動力装置ではな

くパワーカートを使用」、「大がかりな整備は横田基地で実施」、「今後数か月間、特殊作戦群

の多くの航空機が沖縄以外で訓練予定」、「航空機運用と整備機材使用は、引き続き騒音規

制時間を遵守」等の負担軽減策を発表したが、今月の大型連休中の３日から６日にかけても

パパループ周辺では深夜早朝構わず地上騒音及び悪臭被害が増大しており、町民からは

「爆音が非常にうるさい」、「排気ガスの悪臭がひどい」等の苦情が多数寄せられており、町民

の怒りは頂点に達しつつある。 

 ついては、パパループに駐機しているＭＣ-１３０特殊作戦機等から発生する地上騒音被害

等の深刻な問題を一日も早く改善するため、第３５３特殊作戦群の駐機場近くに建設予定の

整備格納庫の完成に向け、日米両政府においては叡智を結集し対策を講ずることを強く求

めるものである。  

よって、嘉手納町議会は町民の生命、安全及び平穏な生活を守る立場から、下記事項の

速やかな実現を図るよう要求する。  

 

記 

 

１ パパループの使用を即刻禁止すること。 

 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 

令和３年５月１７日 

沖縄県嘉手納町議会 

 

（あて先） 

内閣総理大臣 外務大臣 防衛大臣 内閣官房長官（沖縄基地負担軽減担当） 

沖縄及び北方対策担当大臣 外務省特命全権大使（沖縄担当） 沖縄防衛局長 

沖縄県知事  



パパループの継続使用に厳重に抗議し、使用禁止を求める決議 

 

令和３年４月２８日、米軍は沖縄防衛局を通じ、嘉手納基地内にある第３５３特殊作戦群の

駐機場が完成したことを発表したが、同駐機場近くに建設予定の整備格納庫は米軍の予算

不足により未着工であり、この格納庫が完成するまでの間、住民居住地に極めて近接してい

る通称「パパループ」地区を継続して使用することが明らかになった。 

発表によると「整備格納庫の完成時期は未定であるが、予算を確保し出来るだけ早期に整

備する」との考えを示したが、これまで米軍及び日本政府からは「パパループを駐機場として

使用する期間は、工事が完了するまでの２年間」との説明を受けており、この２年間、周辺住

民は我慢に我慢を重ねてきたにもかかわらず、米軍の一方的な理由によるパパループの継

続使用は明らかに約束違反であり、断じて容認できず厳重に抗議する。 

米軍は、パパループについて駐機場の工事が始まる以前の状態に近づける努力を続け、

騒音が発生しない最大限の措置を講じるとし、特殊作戦群においては「事前に計画できる整

備に関しては騒音影響を緩和するため格納庫内で実施」、「可能な限り補助動力装置ではな

くパワーカートを使用」、「大がかりな整備は横田基地で実施」、「今後数か月間、特殊作戦群

の多くの航空機が沖縄以外で訓練予定」、「航空機運用と整備機材使用は、引き続き騒音規

制時間を遵守」等の負担軽減策を発表したが、今月の大型連休中の３日から６日にかけても

パパループ周辺では深夜早朝構わず地上騒音及び悪臭被害が増大しており、町民からは

「爆音が非常にうるさい」、「排気ガスの悪臭がひどい」等の苦情が多数寄せられており、町民

の怒りは頂点に達しつつある。 

 ついては、パパループに駐機しているＭＣ-１３０特殊作戦機等から発生する地上騒音被害

等の深刻な問題を一日も早く改善するため、第３５３特殊作戦群の駐機場近くに建設予定の

整備格納庫の完成に向け、日米両政府においては叡智を結集し対策を講ずることを強く求

めるものである。  

よって、嘉手納町議会は町民の生命、安全及び平穏な生活を守る立場から、下記事項の

速やかな実現を図るよう要求する。  

 

記 

 

１ パパループの使用を即刻禁止すること。 

 

以上、決議する。 

 

令和３年５月１７日 

沖縄県嘉手納町議会 

 

（あて先） 

駐日米国大使 在日米軍司令官 在沖米四軍沖縄地域調整官 在沖米国総領事 

嘉手納基地第１８航空団司令官 沖縄県議会議長 

 


